
北海道大学農学部本館

所 地:札幌市北区北 9条西 9丁日 北海道大学構内 

竣工 : 1935年(昭和  10年・昭和口、話、 27、施、 30、31、32、 

33、話、 35年に増築)， 2008年(平成初年〉改修

用途:

一建物所有者:菌立大学法人北海道大学

者:北海道官間大学営籍課

株式会社三菱地所設計(改修)

大成建設株式会社一級建築士事務所(改修}

擁工者:大成建設抹式会社、静藤艦土建株式会事土

裁持管理者:説本管財株式会社

本童書は 1935伴(昭和 10年〉に地下]階地上 5階建の主渡部が完成、翌年に 2期工事が竣工、大戦により一時中

断を経て戦後数皮の増築を重ねて 1960年〔昭和 35年)に概ね現在の姿になった。スパニッシュ様式の、J:t央時計

中心性と師事基に広がるウイングの対比による古典的施設構成は雑誌やテレビ放狭得、メディアに登場する機

会の多い北海道大学のシンボルで、あり、全キャンパス人の心象風去をとなっている o 70年余りの歴史を有する

の改修は fサステ壬ナブ1レキャンパスの原点 Jt絃擦付けられ、

①「時間が作りよおした表情Jを絞添し経史景観を保存する

告)時代の変化に栄軟に対応できる主主新の教管研究施設としての内部機能を備える

のz点を両立させることを骨子としている。

外部については経史疑観保存の観点から綴カ変更を加えていない。外壁は色娠のある然変スクラッチタイルで

あるが、中央時計塔室長分は創建当初のタイ ル令残し、目視打診による劣化調査の上、ピン併用によるエポキシ注

入による全面補強、劣化箇所の部分張替を行い、オリジナルの状態、

ルに械カ色合わせして張替えているが、試し焼きとよそックアップによる試行が重ねられたことにより、既存タイ

ルの中央特許搭とその他の部分を見比べても違和感は全く感じられず、良好な膝5記録綴の保存に成功している。

内部空間の改修については、大講堂、ドド講堂、中央階段、ょにントランス、会議議などの康史的内部変燃は癒力

竣工芸事の意匠を尊蒸しながら滅状をできるかざり保存している一方、教育研究ゾーンについては抜本的に見広し、

最新の機能整備を行っている。耐震構強の実施やアスベストの除公、防火区画の整理と二万肉慾難の確保などの

選法対応、バリアフリー化の災織など、基本的な改修項 EHこ加え、灘域対策、省、エネルギー対策としての断熱強

化や会館側刻扱調方式の採用、氷擦熱韮3空冷ヒートポンプマルチパッケージニLアコンの採用等によりランニング

コストの滋滅を E怒っている。さらに、地中熱ヒートポンプによるロードヒーテイング設鱗を設置したり、照明に

ついては照度センザ…や人惑センサ…による紛婦や高効率器Jl.を採用している。 3乙、多数存在する小説の研究家

にはや路下出入り口近傍に充分な大きさの投機シャフトを確保し将来にわたる研究内容の変化に対応するとと

もに各議停のエネルギ…使用数管理も可能としている。

大学施設の;若朽化、狭除化と維持管理費の予算獲得の樹難さは会大学に議する悩ましい議怨マあるが、本施

設は PFI事殺により契約期間であえら 2019年(平成 31年〉までの維持管理計磁に蒸づく効率的な維持管理と確実な

長期的修縫計額災施がコミットされている。本館の改修は際史景観の保存と滋先端教育研究にふさわしい施設が

実現されており、更なる優れた教育研究成果が期待出来る施設となっている。本主窓口ングライフ部門にふ怒

わしい優れた建物とをf-鏑ゼきる。 
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